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「２で割る」の逆向きの操作は「２をかける」で,「１を引く」の

逆向きの操作は「１を足す」なので,逆向きの操作を３回くり返すと,

図のようになります。

36は偶数なので,２で割り18,18は偶数なので,２で割り９,

９は奇数なので,１を引き８,８は偶数なので,２で割り４,

４は偶数なので,２で割り２,２は偶数なので,２で割り１

となります。

よって,６回の操作で１になります。

よって,３回の操作で１になる整数は５,６,８の全部で３個になります。
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←←
１回目の操作で３に
なる整数は,４は偶数
となるのでダメだよ！


